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卒
業
記
念
品
目
録
贈
呈 

皆
勤
賞
授
与
式 

同
窓
会
入
会
式 

 
 

２
月
28
日
（
金
）
に
、
第
72

回
卒
業
証
書
授
与
式
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
男
子
178
名
、

女
子

125

名
の
計

303

名
が
卒

業
し
ま
し
た
。 

職
員
が
蛍
の
光
）
を
斉
唱
し
た

後
、
参
列
し
た
全
て
の
人
が
本

校
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。
卒

業
生
は
式
歌
と
校
歌
を
力
い

っ
ぱ
い
歌
い
切
り
、
在
校
生
代

表
・
職
員
・
保
護
者
の
皆
様
か

ら
の
、
あ
た
た
か
い
拍
手
で
見

送
ら
れ
ま
し
た
。 

卒
業
証
書
授
与
式
は
厳
粛

な
雰
囲
気
の
中
で
終
了
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
卒
業
生
は
各

教
室
に
戻
り
、
最
後
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

参
列
者
は
マ
ス
ク
着
用
、
在

校
生
は
代
表
と
し
て
送
辞
を

述
べ
た
生
徒
会
長
の
み
と
い

う
、
例
年
と
は
違
う
卒
業
証
書

授
与
式
と
な
り
ま
し
た
が
、
参

列
者
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
、
卒
業
生
の
新
た
な
門
出
に

ふ
さ
わ
し
い
素
晴
ら
し
い
も

の
に
な
り
ま
し
た
。 

 

（
在
校
生
送
辞↓

） 

 

校
長
よ
り
、
卒
業
生
総
代

小
林
楓
賀
さ
ん
に
、
卒
業
証

書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
校

長
の
式
辞
に
続
き
、
本
年
度

も
例
年
通
り
ご
来
賓
を
代
表 

２
月
27
日
（
木
）
に
本
校

体
育
館
に
お
い
て
、
卒
業
記

念
品
目
録
贈
呈
、
皆
勤
賞
授

与
、
同
窓
会
入
会
式
を
行
い

ま
し
た
。
72
回
生
か
ら
は
、

『
気
化
式
冷
風
機
３
台
』
を

卒
業
記
念
品
と
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
代
表
が
目
録
を

校
長
に
贈
り
、
校
長
が
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。 

こ
の
後
、
皆
勤
賞
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
皆
勤
賞
授
与

者
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
と
、

皆
勤
賞
の
生
徒
が
起
立
し
、

代
表
が
受
け
取
り
ま
し
た
。

72
回
生
の
皆
勤
賞
授
与
者

は
41
名
で
し
た
。 

引
き
続
い
て
、
同
窓
会
入

会
式
を
行
い
ま
し
た
。
ご
来

賓
に
は
副
会
長
の
梅
本
光
子

様
と
木
南
裕
子
様
、
事
務
局

長 

松
本
有
史
様
を
お
迎
え

し
ま
し
た
。
代
表
が
卒
業
記

念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
梅
本
様
か
ら
入
会

歓
迎
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

し
て
、
た
つ
の
市
長 

山
本
実

様
、
同
窓
会
長 

伊
藤
充
弘

様
、
育
友
会
長 

西
田
智
昭
様

か
ら
祝
辞
を
賜
る
予
定
に
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
関
連
す
る

卒
業
式
時
間
短
縮
の
た
め
、

本
年
度
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
ご
来
賓
の
皆
様
に
は
、

急
な
申
し
出
に
ご
理
解
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

来
賓
紹
介
・
祝
電
披
露
の

後
、
生
徒
会
長
の
高
橋
亮
介

さ
ん
が
在
校
生
を
代
表
し
て

送
辞
を
述
べ
、
卒
業
生
代
表

と
し
て
森
川
真
夕
さ
ん
が
答

辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
式
歌
（
卒
業
生

が
仰
げ
ば
尊
し
、
在
校
生
・ 

（
卒
業
生
答
辞↓

） 

         

卒
業
式
が
終
わ
り
、
し
ば
ら

く
の
間
、
学
校
が
寂
し
く
な
り

ま
す
が
、
私
た
ち
在
校
生
・
職

員
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
72

回
生
の
皆
さ
ん
の
こ
と
を
応

援
し
て
い
ま
す
。
離
れ
て
い
て

も
龍
野
高
校
の
こ
と
を
忘
れ

ず
、
い
つ
ま
で
も
見
守
っ
て
い

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。 
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２
０
２
０
年
度 

入
試
の
概
況 

   

２
０
２
０
年
度
大
学
入
試

の
概
況
を
、
本
校
進
路
指
導
部

か
ら
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

２
０
２
０
年
度
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
は
１
月

18

日
・
19
日
の
２
日
間
に
わ
た
り

全
国
685
の
試
験
会
場
で
実
施

さ
れ
た
。
今
年
度
の
志
願
者
数

は
５
５
７
，
６
９
９
人
（
前
年

比
９
６
．
７
％
）
、
受
験
者
数

は
５
２
７
，
０
７
２
人
（
前
年

比
９
６
．
５
％
）
と
、
い
ず
れ

も
前
年
か
ら
減
少
し
た
。
18
歳

人
口
の
減
少
に
加
え
て
各
大

学
に
よ
る
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の

拡
大
に
よ
り
早
期
に
進
学
先

を
決
定
し
た
受
験
生
が
増
加

し
た
こ
と
な
ど
が
要
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
。 

 

科
目
別
の
平
均
点
を
昨
年

度
と
比
較
す
る
と
、
国
語
、
数

学
、
英
語
の
主
要
３
教
科
す
べ

て
で
平
均
点
ダ
ウ
ン
と
な
っ

た
。
と
く
に
「
数
学
Ⅰ
・
数
学

Ａ
」
に
つ
い
て
は
昨
年
か
ら

７
．
８
点
と
大
幅
に
ダ
ウ
ン
し

た
。
理
科
①
で
は
「
化
学
基 

礎
」
の
平
均
点
が
ダ
ウ
ン
、
理

科
②
で
は
「
物
理
」
平
均
点
が

ア
ッ
プ
し
た
。
ま
た
、
地
歴
公

民
で
は
「
地
理
Ｂ
」「
倫
理 

政

治
・
経
済
」
な
ど
で
平
均
点
が

ア
ッ
プ
し
た
。 

 

セ
ン
タ
ー
試
験
７
科
目
型

900
点
満
点
の
平
均
点
は
、
文

系
型
547
点
（
前
年
差
マ
イ
ナ

ス
22
点
）、
理
系
型
552
点
（
前

年
差
マ
イ
ナ
ス
19
点
）
と
推

定
さ
れ
る
。
ま
た
７
科
目
型
で

は
文
系
、
理
系
型
と
も
540
点

以
上
の
得
点
層
、
得
点
率
８
割

以
上
の
高
得
点
層
い
ず
れ
も

減
少
し
て
お
り
、
今
年
の
セ
ン

タ
ー
試
験
は
平
均
点
ダ
ウ
ン

に
加
え
高
得
点
が
取
り
に
く

い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。 

 

国
公
立
大
学
入
試
の
中
心

で
あ
る
前
期
日
程
の
志
願
者

数
は
２
４
３
，
０
５
２
人
（
前

年
比
９
４
．
０
％
）
と
大
き
く

減
少
し
た
。
大
学
志
願
者
数
の

減
少
に
加
え
て
セ
ン
タ
ー
試

験
の
平
均
点
ダ
ウ
ン
に
よ
り

国
公
立
大
学
へ
の
出
願
に
消

極
的
に
な
っ
た
受
験
生
も
少

な
く
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ

る
。
学
部
系
統
別
で
は
「
総

合
・
環
境
・
情
報
・
人
間
」
学

系
を
除
き
い
ず
れ
の
系
統
も 

志
願
者
が
減
少
、
と
く
に
社
会

科
学
系
、
医
療
系
な
ど
で
減
少

率
が
高
く
な
っ
た
。 

私
立
大
学
に
つ
い
て
は
２

月
入
試
の
志
願
者
数
は
全
体

で
前
年
比
94
％
と
減
少
、
ま

た
セ
ン
タ
ー
方
式
で
は
前
年

比

88

％
と
大
き
く
減
少
し

た
。
系
統
別
で
は
「
理
」「
工
」

の
志
願
者
は
増
加
、「
薬
」「
医

療
技
術
」
の
志
願
者
は
大
き
く

減
少
し
た
。 

令
和
２
年
３
月

11

日
現

在
、
龍
野
高
校
の
主
な
国
公
立

大
学
の
合
格
者
数
は
京
都
大

学
１
名
、
大
阪
大
学
２
名
、
神

戸
大
学
１
名
、
北
海
道
大
学
１

名
、
岡
山
大
学
15
名
、
広
島

大
学
３
名
、
兵
庫
県
立
大
学
８

名
。
ま
た
主
な
私
立
大
学
の
合

格
者
数
は
、
同
志
社
大
学
６

名
、
立
命
館
大
学
５
名
、
関
西

大
学
８
名
、
関
西
学
院
大
学

19
名
。
数
字
は
令
和
２
年
３

月
卒
業
の
72
回
生
と
過
年
度

卒
業
生
の
う
ち
報
告
の
あ
っ

た
も
の
を
合
わ
せ
た
延
べ
人

数
で
あ
る
。
ま
た
国
公
立
大
学

の
合
格
者
数
は
72
回
生
が
98

名
、
過
年
度
卒
業
生
が
９
名
で

あ
る
。 

（
進
路
指
導
部
長 

本
庄 

隆
） 

事
務
長 

尾
崎
啓
一 

 

採
用
は
昭
和
57
年
4
月
で

し
た
。
当
時
の
龍
野
高
校
事
務

長
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
の
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
高
校
事
務

職
員
の
始
ま
り
で
し
た
。 

以
降
十
数
回
の
転
勤
を
経

て
最
後
の
奉
職
も
再
び
母
校

に
な
る
な
ん
て
、
果
た
し
て
良

か
っ
た
の
か
ど
う
か…

…

と

も
あ
れ
無
事
に
定
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
に
喜
び
を
禁
じ

得
ま
せ
ん
。
偏
に
諸
先
輩
や
同

僚
、
育
友
会
、
同
窓
会
な
ど
関

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
全
て
の

方
々
の
お
陰
と
深
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。 

龍
野
高
校
の
ま
す
ま
す
の

発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈

念
し
て
、
お
礼
の
言
葉
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

４ 

月 

行 

事 

予 

定 

3
日
（
金
） 

 
 

入
学
予
定
者
登
校 

 
 

心
電
図
検
査
・
Ｘ
線
撮
影 

8
日
（
水
） 

 
 

着
任
式
、
始
業
式
、 

大
掃
除
、
安
全
点
検
、 

入
学
式 

9
日
（
木
） 

 
 

対
面
式
、
離
任
式 

9
日
（
木
）
～
10
日
（
金
） 

 
 

課
題
考
査
（
２
・
３
年
） 

 
 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
１
年
） 

9
日
（
木
）
～
14
日
（
火
） 

 
 

春
の
街
頭
交
通
安
全
指
導 

10
日
（
金
） 

 
 

部
活
動
紹
介 

13
日
（
月
） 

 
 

内
科
検
診
（
１
年
男
子
） 

 
 

尿
検
査
（
１
次
） 

14
日
（
火
） 

 
 

身
体
測
定
・
個
人
写
真 

 
 

生
徒
総
会 

 
 

生
徒
会
解
任
式
・
認
証
式 

15
日
（
水
） 

 
 

内
科
検
診
（
１
年
女
子
） 

 
 

尿
検
査
（
１
次
） 

16
日
（
木
） 

 
 

内
科
検
診
（
２
年
男
子
） 

 
 

退
職
者
挨
拶 

17
日
（
金
） 

 
 

内
科
検
診
（
２
年
女
子
） 

20
日
（
月
） 

 
 

内
科
検
診
（
３
年
男
子
） 

21
日
（
火
） 

 
 

内
科
検
診
（
３
年
女
子
） 

21
日
（
火
）
～
22
日
（
水
） 

 
 

尿
検
査
（
１
次
予
備
） 

23
日
（
木
） 

 
 

交
通
安
全
講
話 

（
７
限
、
２
・
３
年
生
） 

23
日
（
木
）
～
24
日
（
金
） 

 
 

野
外
活
動
（
１
年
） 

30
日
（
木
） 

 
 

歯
科
検
診
（
全
学
年
）
終
日 

  

 

 

 


